
カチタス＜8919＞、中古住宅再生事業の東武住販＜3297＞をTOBで
子会社化

中古住宅再生事業を手がけるカチタスは、同業の東武住販にTOB（公開買い付け）を実施して子会社化
し、中国・九州エリアでの仕入れ・販売基盤を強化する。両社の営業ネットワークや物件情報の収集・
仕入れノウハウを相互活用するほか、リフォームの企画・施工管理・原価管理などのノウハウを共有し
、再生住宅の商品力や収益力の向上を図る。

一方の東武住販は、中国・九州エリアを中心に地域密着型の営業網を築いてきたが、人材確保や競争環
境の変化、新築住宅価格やリフォーム費用の上昇などを経営課題としてきた。カチタスとの経営統合を
通じて経営資源を活用し、持続的な成長と企業価値の向上を目指す。

買付代金は約54億1900万円。買付価格は1株につき2000円で、TOB公表前営業日の終値1159円に72.
56％のプレミアムを加えた。買付予定数は270万9886口で、買付予定数の下限は所有割合65.56％に
あたる177万6600口。買付期間は2026年10月14日～12月3日までの35営業日。決済の開始日は12月
10日。公開買付代理人は大和証券。

東武住販はTOBに賛同し、株主に応募を推奨している。TOB成立後、同社は東証スタンダード市場と福
証Q-Boardへの上場が廃止となる見込み。

東武住販は1984年に創業し、2014年に東証JASDAQ（スタンダード）および福証Q-
Boardに上場（2022年4月に東証スタンダード市場に移行）。

東武住販は、中国・九州エリアを中心に中古住宅の買取再販をはじめ地域密着型の不動産売買・賃貸事
業などを展開。近年建築資材価格の高騰や人手不足に伴う営業体制強化の遅れといった外部環境の影響
を受け、不確実な経営環境に直面していた。

カチタスは、東武住販が上場を維持したまま短期的利益低下を伴う抜本的な事業改革を行うには限界が
あると判断。子会社化して中長期的な企業価値向上に取り組む。


